
スタディツアーレポート 

十文字宏太 

 

キリングフィールド 

 

  ポルポートの時代に逮捕された人が殺された。２万人以上の人が殺されている。 

   死体を入れていた穴は１２９個見つかっており、そのうちの８６個をほり、残りの 

  ４３個は湖の中にある。 

   穴が浅いため雨が降ると埋まっている骨や服が出てくる。 

 

  ここにはトゥールスレーンから連れてこられた人やプノンペンから連れてこられた人 

  がいた。 

  死刑はすぐには行わない 

 ・死刑は夜に行う  （理由）昼に行うと誰かに見られてしまうかもしれないから 

 ・銃は使わない   （理由）銃声を誰かに聞かれてしまわないように 

                         

                         ⇩ 

         そのため、ナイフや太刀、木の枝などが使われた。 

  ・死刑の時に、音楽をながす 

           （理由）処刑される人の声が周りに聞こえないようにするため 

 

   

  初めは、トラックやバイクで連れてきていた。だが、ガソリンが不足したため 

 歩きで連れてきていた。 

  このとき、後ろで手を縛られ、目隠しをされていた。 

   

  殺される人の中には女性や子供もいた。 

  これは、家族のうち１人でも捕まれば、その家族は全員逮捕されたからである。 

  子供は、木に叩き付けられて殺された。 

  女性は、殺される前にセクハラ行為などをされていた。  

 

トゥールスレーン収容所 

 

   ここからキリングフィールドに連れていっていた。 

  ここに連れてこられた人は連れてこられた理由はわからない。 

   



  連れてるとまず履歴書を書かされる。次に、身体調査などをする 

 そして、後ろで手を縛られ、牢獄へ連れていかれる。 

  拷問は、 

   ＣＩＡやＫＧＢなどのことについて聞かれる。自分は何のことかわからない 

 ムチ打ちや爪はぎなどの肉体拷問、または精神的な拷問をしていた。 

  そこで働いている人も、頑張って働かないと殺されてしまう。 

 

  ７人が生き残り、今は２人が生きている。 

  チェンメイさんは、車のエンジニアをしていた。 

  拷問の中の電気ショックにより、左目が見えなくなり耳は水が入ってような音がする。 

  耳は今も聞こえないままだが、左目は日本の医者から目薬をもらい少し回復した。 

 

ＭＡＧ地雷原 

  

 １グループ１６人で２つのグループが作業をしている 

  これまでに４人が死亡、５人がけが、牛が１匹死亡している 

  地雷の撤去が終わったところは村の人に返しています 

  

 今回の時点で５９個の地雷が見つかっており、９４０７個は地雷ではなく金属類がでて

きている。地雷はなかなか見つからないということを聞いて地雷をみつけるのがとても大

変なことなんだと思いさました。 

 さらに、地雷原は川が近く、雨期になると作業ができないのも大変なことだと思いました。 

  

処理は、縦６０ｃｍ、横２５ｍの範囲を１人が行う。処理をする時は、みなプロテクター

をする。色々な所に色のついた棒が刺してあり色ごとに意味がちがう 

  

白い板：安全  赤白ドクロマーク：地雷原  短い赤白：地雷から２０ｍ 

 青：その日の作業のスタート地点  黄色：処理の完了した所 

 赤黄色：不発弾の処理が完了した所  赤：対戦車地雷  緑：地雷の１部分 

 が発見された所 

  

 出てくる地雷は、爆風地雷が多いく、基本的に地雷は片足だけをとばす物と両足をとば

す物がある。他にも対戦車地雷やクレイモア、クラスター爆弾の不発弾、ロケットラン 

 チャーの弾が見つかっている。  

  入る前に、書類にサインをし、血液型を記入してから、プロテクターとヘル 

 メットをつけて地雷原にはいりました。 



  プロテクターとヘルメットは、重かったし、暑かったのでこの格好で作業をしてすごい

なと思いました。僕はその日に見つかった６個を２００ｍ位離れた所からスイッチをおさ

せてもらい、爆破処理をしました。 

  よくゲームで爆弾などを使うことはあったけど、本物を爆破できてうれしかったです。 

 

アキラが運営するＣＳＨＤ地雷原 

 

   コンプティアロンの地雷原の一部 

 現在、地雷が５個、不発弾が７個見つかっており、金属類が１２０９個見つかっている。 

 やっぱり、ＭＡＧの地雷原と一緒でなかなか見つからないだな～と思った。プロテクタ

ーも重いし、暑いのでなお大変だと思った。 

 

 ここは国の地雷撤去の対象になっている場所でさらに村の希望があり、作業をしている。 

 

 ＣＭＡＡが全土の地雷原を管理していて、ＣＭＡＣ，ＭＡＧ、ヘラルド、ＣＳＨＤを振

り分けている。２５３０１㎡の広さがあり、そのうち１６２８９㎡が終わって、残りが９

０１２㎡残っている。 

 

  今回の地雷は林の中にあり、ドイツ製の爆風地雷だった。ＭＡＧの地雷原の時より、

近くで爆破処理をみました。ＭＡＧの時には地響きが起きなかったけど、近かったので 

 地響きが起きました。爆破による地響きは初めてだったから「こんなに揺れるんだ」と

少し驚きもあったけど、経験できてよかったです。 

 

  ＭＡＧの時との違いはもう一つあって、ＭＡＧの時はみんな作業をやめた状態で地雷

原に入ったけど、アキラの地雷原は実際に作業をしている所を見学しました。実際に作業

を見れてよかったです。林の中だったので木や草かりながらで見ていて大変だなと思いま

した。 


